
温 度 感 応 で 溶 出 す る 肥 料 を 利 用 し た 水 稲 追 肥 省 略 多 収 技 術

農 試 環 境 部  県 南 分 場  県 北 分 場

1 .  背 景 と ね ら い

現 行 の 水 稲 施 肥 体 系 は、 基 肥 と 生 育 時 期 別 の 追 肥 を 組 み 合 わ せ た 方 法 で 普 及 し て t るヽ。

幼 形 期 や 減 分 期 の 追 肥 は、 葉 色 に よ る 栄 養 診 断 等 で 施 肥 時 期 を 決 め て 実 施 し て い る が、

大 規 模 稲 作 経 営 や 複 合 経 営 で は、 き め と ま か な 施 肥 管 理 の 難 し い の が 現 状 で あ る。 一 方

ほ ヨ ス ト稲 作 の た め に 省 力 で、 し か も 施 肥 効 率 が よ く 多 収 に つ な が る 施 肥 技 術 が 求 め ら

れ て い る。 こ れ ら の こ と か ら、 温 度 条 件 だ け で 肥 効 を 調 節 で 普 る 祝 覆 尿 審 を 利 用 し た、

中 間 追 肥 を 省 略 で き る 水 稲 施 肥 法 及 び 幼 形 期 よ り 早 い 時 期 の 施 肥 対 応 技 術 を 明 ら か に し

た の で、 指 導 上 の 参 考 に 供 す る。

2 .  技 術 内 容

1 ) 被 覆 尿 素 の 基 胆 へ の 利 用 ( 全 量 基 肥 一 回 施 肥 法 ) |

被 覆 尿 素 入 り 配 合 肥 科 に よ り、 中 間 追 肥 を
―
省 略 し た 全 量 基 肥 一 回 施 肥 稲 作 が で き る。

こ の 施 肥 法 は、 基 肥 施 肥 時 に 追 肥 分 ま で 含 め た 窒 素 量 を 被 覆 尿 素 入 り 配 合 肥 料 で 一 度

に施 用 す る 0 の で、 全 層 施 肥、 硝 条 施 肥 に 利 用 で き る。 特 に、 養 分 保 持 力 の 弱 い黒 ボ

ク土l  砂賀 土 及 ぴ 地 力 の は い 黄 色 上 で 効 果 が 本 きい。 土 壌 条 件 別 聴 危 基 準 とた 肥 形 態
は以下 の 通 りで あ る。

施 肥 の 区 分

全 層 施 肥

主 な 土 壌 条 件 基 準 室 兼 施 肥 量 屈 料 形 態

上′色黄 承 ( 基 肥 二 十 追 肥 量 ) 相 当 量 被 覆 尿 繁 ( 1 0 0 日タ

イ プ ) と 速 効 性 整

素 肥 料 を 組 合 せ た

も の を 用 い る。

空 素 成 分 比 で 被 寝

尿 素 6 0 ～7 0 X , 速効

性 室 素 肥 料 3 0 ～4 0

括と リン酸 ,力りを 配 合

し た も の と す る。

相 1色  ほ  地
‐
土

灰 色 低 地 土

灰 色 台 地 上

承 ( 基 肥 量 + 追 肥 量 ) 相 当 量 の 8 0 - 9 0 材

多 湿 黒 ポ ク 土 承 ( 基 肥 量 十 追 肥 量 ) 相 当 量 の 7 0 - 9 0 】

側 条 施 肥 網 色 低 地 土 承 ( 基 肥 量 + 追 肥 量 ) 相 当 量 の 8 0 ‐9 0 好

責 色 土

多 湿 黒 ボ ク 土 * ( 基 肥 量 + 追 肥 員 ) 相 当 量 の 7 0 ‐8 0 X

* ( 昭 和 5 7 年 農 業 改 良 指 導 指 針 : 土 壌 型 別 基 準 施 肥 量 )

2 ) 被 覆 尿 素 の 追 肥 へ の 利 用 法

従 来 の 施 肥 法 で 生 育 中 期 に 葉 色 が 遇 色 し た 場 合 や、

肥 技 術 と し て、 被 覆 尿 素 入 り 配 合 肥 料 は 有 効 で あ る。

は 以 下 の 通 り で あ る。

側 条 施 肥 の 肥 切 れ に 対 応 し た 施

土 壌 条 件 別 施 肥 基 準 と 肥 料 形 態

主 な 土 壌 条 件 基 準 窒 素 施 肥 量 カ リ 施 肥 量 追 肥 時 期 肥 料 形 態

禍 色 低 地 土 3～ 4Kg/10a

2～ 3K8/10a 出 穂 前

3 5 日前 後

被 覆 尿 素 ( 7 0 日タ イ プ ) と カ リ

肥 料 を 配 合 し た も の と す る。

連 効 性 室 素 肥 料 と は 組 み 合 わ せ

な い。

多 湿 黒 ポ ク 土

黄 色 土

砂 昧 貿 土

5～ 6Kg/1oa

- 5 0 -



3 .  指導 上 の 留 意 事 項

1 ) 被 覆 尿 素 は、 尿 素 を 樹 脂 で コ ー テ イ ン グ し た 肥 料 で、 温 度 条 件 に よ っ て 肥 効 は 援 や

か に 長 期 間 持 続 し ま す。 従 っ て、 ほ 温 年 次 で は 肥 効 が 運 れ る の で、 基 準 の 空 素 施 肥 量

を 厳 守 す る。 特 に、 温 度 条 件 の 低 い 県 中 北 部 で は 注 意 が 必 要 で あ る。

2 ) や ま せ 地 帯、 高 冷 地 で の 実 証 検 討 は 行 っ て い な い の で 適 用 外 と す る。

3 ) 被 覆 尿 素 を 利 用 し た 施 肥 法 の 出 穂 期 は、 従 来 の 施 肥 法 と 変 わ ら な い が、 成 熟 期 は 2

～ 3 日 遅 れ る 傾 向 な の で 適 地 ・通 品 種 を 作 付 す る。       _

4 ) 基 肥 一 回 施 肥 で は、 初 期 生 育 が や や 抑 え ら れ、 葉 色 も 薄 く 経 過 す る が、 後 期 旺 盛 型

の 生 育 相 と な る。 幼 形 期 前 後 の 葉 色 が 演 く 推 移 す る の が 特 徴 で、 . 室繋 吸 収 量 も 多 い。

出 穂 期 以 降 ま で こ の 傾 向 は 続 き、  長 が や や 長 く な り、 一 憾 も み 数 も 多 く な る。

5 ) 被 石 尿 素 を 利 用 す る 施 肥 法 で は、 被 覆 尿 素 配 合 肥 料 施 用 後 の 速 効 性 窒 素 の 追 肥 は、

過 黙 茂 や 田 伏 を ま ね くの で 実 施 し な い。 ま た、 出 穂 に 近 い 時 期 の 被 覆 尿 素 の 追 に は し

な い。
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基肥一回施肥の生言 ・収量

承辛
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